


















Fl 新梢の婆凋� ( 7月中旬) 

D :結果母校が一部枯死して

る部分を示すし、� 

F2 結果閉校の縦断

無隙害枝� 

2 障害枝� 

L ・生きてし、る部分� 

D:-死んでし、る部分� 
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F3 結果母校の横断

無障害� 

::}靭皮部が一部枯死している� L:生，� D:死

守:靭J，t部は殆んど全部枯死している� 
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F4 木質部及び靭皮官官形成中� (6月31日) F5 初皮部完成近し� (8月� !日)� 

F:内鞘繊維� 
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F7 維11]粗 皮 の最コルク府発生直前F6 
C:将来コノレタ屑発生する� C:コルクj習� 

CC:コルク形成層� M :内鞘厚膜組織� T:内鞘柔組織� 

F:繊維�  R:剥離部分� 

F8 オ、木化の木質組織� F9 形成層活動停止期の配列� (10月下旬)� 
(6月� 5日)� C:形成層� PH:靭皮部� 

X:未木化組織� XY:木質部



Fl0 コルク形成� Ji e射出鎚のり� l死r;<直下及ひ� 

-lOOC 4時間� (9月25日) 

D:死� 

F12 りんご新梢の横断� (活動中の組織) 

Fl1 枝条の異状発迷 黒色部は死組織� 

N.X 新生木質部� 

N.F:新生靭皮部� 

F13 畷造用品種 (グ ローセミ ヨン)の組織

とlifi害 ー� 13
0

C 24時間� (1 1月� 1日)� 

D:死� 

F14 F 15と同一切片の過冷却� (-4 oc) F15 細胞内及び細胞外凍結の過程� 

(_4
0

Cで柏氷15秒後)� 

1 内鞘内の氷� 

D:細胞内凍結による死



F16 靭皮射出髄細胞の死� 

F18 りんこー樹のBlack-h句� rt

黒色部は木質部の死組織� 

F17 水質部射出髄細胞の生死

殆んど全細胞は生存してし、る
 

-3デC 41時間処理
 

F19 ~切皮柔組織及び射出髄の死細胞 

D:死(原形質が凝闘して� Browningし℃いる

L:生� 

F20 凍害校の横断 F21 副梢よりの枯込み� 

L:生組織� (白色部� ) N .xY(L) :新生木質部，生組織� 

η:死組織� (黒色部� ) O.xY(D)・旧木質部，死組織� 

PH(L):籾皮部，生組織
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F22 脱水抵抗� 2月20日採取� (デラウ エア) F23 脱水1

2M(KNOg)10分� (原形質分離限界濃度1.2M) / 

f¥抗 F24とI司ー附近のSection

2M侭NOg)10分後，� 7]<.!cl0分

全細脱の半数が死滅� 

生L:死 D:/している)

コノレク形成層直下の柔組織

(全細胞の 8剖以上が生存 '. 

F24 脱水抵抗� F23と同一� Section 

2 M(KNOg) 10分，後水に10分入れ� 

更に� 2Mに10分入れた|侍全細胞の� 8剖は死滅� 

L:生� A.D:殆んど死� D:完全死
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F25 脱水抵抗� 2月20日採取 F26 脱水抵抗� F25と同一Section 

1.2M(KC1)で原形質分離の籾皮柔組織� 1.2MrKC1)で原形質分離後，水で復帰

更に� 1.2Mr夜に入れた時原形質分離を

しない。� 

(この場合分離限界濃度はKCl J.IM'"'-' 

1.2M) 



F27 2月20日採取

切皮部のみ分離して ー 20'C 411与IIJJ処照

他l!氷後ラ時間目

靭皮射出鎚及び主主上部の柔組織は 
browningし，かつ死滅組織は外部ほ

ど着る しし、。 

F28 凍結問定細胞外視  LMの場合 F29 凍結固定細胞内  w結の場合

ー10'C 4時間処理後(充分脱水後) -3デCへ無凍結枝を急激に入れた時

-35'C 4時間処理しでも細胞外凍結 細胞内凍結している。

してレる。 




